
Ⅱ

そ
の
他
（
「
第
五
十
八
囘
神
田
古
本
ま
つ
り
」
以
外
の
場
に
て
）

十
四
「
和
漢
三
才
圖
會
」
寺
島
良
安
編

（
吉
川
弘
文
館
、
明
治
三
十
九
年
初
版
、
正
價
金
貮
圓
、
本
文
一
四
六
三
頁
）

古
書
價
格
二
千
圓
也
。
南
方
熊
楠
が
少
年
の
頃
に
全
文
書
き
寫
し
た
る
こ
と
に
て
有
名
な
る
百
科
事
典
。
安
價
な
る

に
も
拘
ら
ず
比
較
的
状
態
良
く
、
永
年
鶴
首
し
た
る
待
望
の
書
と
い
ふ
べ
し
。
目
次
は
、
卷
一
天
部
、
卷
二
天
文
、
卷

三
天
象
類
、
卷
四
時
候
部
、
巻
五
暦
占
部
、
卷
六
暦
撰
日
神
、
巻
七
人
倫
類
、
卷
八
親
族
、
卷
九
官
位
部
、
卷
十
人
倫

之
用
、
卷
十
一
經
絡
部
、
卷
十
二
支
體
部
、
卷
十
三
異
國
人
物
、
卷
十
四
外
夷
人
物
、
卷
十
五
技
藝
、
卷
十
六
藝
能
、

卷
十
七
嬉
戲
類
、
第
十
八
樂
器
類
、
第
十
九
神
祭
、
第
二
十
兵
器
よ
り
第
百
五
造
醸
類
ま
で
。

十
五
「
四
十
七
士
」
大
町
桂
月
著

（
弘
學
館
、
明
治
四
十
三
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
、
二
九
一
頁
）

古
書
價
格
二
千
圓
也
。
第
一
章
泉
岳
寺
の
卷
よ
り
第
十
章
義
士
處
分
の
卷
ま
で
、
総
ル
ビ
付
き
な
る
は
い
と
嬉
し
。

（
桂
月
全
集
第
六
卷
（
史
傳
三
）
に
も
掲
載
せ
ら
る
れ
ど
、
そ
ち
ら
は
ル
ビ
無
し
。）
末
尾
の
文
章
は
以
下
の
如
し
。
「
四

十
七
士
を
解
せ
む
に
は
復
讐
を
解
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
殊
に
我
國
は
萬
世
一
系
の
皇
室
を
戴
け
る
國
に
て
忠
孝
二
途
な

し
。
四
十
七
士
の
精
神
が
我
國
運
の
消
長
に
關
す
る
こ
と
極
め
て
大
也
。
拙
著
一
篇
も
と
よ
り
大
方
の
看
に
供
ふ
る
に

足
ら
ず
。
唯
之
を
以
て
四
十
七
士
の
精
神
が
永
遠
に
一
種
の
無
線
電
信
と
な
り
て
世
に
傳
は
る
や
否
や
を
驗
せ
む
と
欲

す
る
也
。」
と
。

十
六
「
新
譯
日
本
外
史
」
大
町
桂
月
譯
評

（
至
誠
堂
、
明
治
四
十
三
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
五
拾
錢
、
一
一
九
〇
頁
）

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
天
金
。
此
の
本
の
購
入
は
三
冊
目
な
り
。
序
よ
り
、
「
日
本
外
史
は
余
が
十
四
五
歳
の
頃
愛
讀

せ
し
書
也
。
今
幾
ん
ど
三
十
年
を
へ
だ
て
て
之
を
讀
む
に
、
げ
に
老
大
に
し
て
故
郷
に
か
へ
る
時
の
感
慨
も
斯
く
や
と

思
は
る
る
也
。
思
ふ
に
日
本
人
の
書
き
た
る
漢
文
の
書
に
し
て
日
本
外
史
ば
か
り
長
き
年
月
に
か
け
て
多
く
の
人
に
讀

ま
れ
た
る
書
物
は
他
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。」
と
あ
り
。

十
七
「
修
養
論
語
」
松
村
介
石
著

（
如
山
堂
、
明
治
四
十
四
年
刊
、
定
價
金
九
拾
錢
、
四
五
五
頁
）

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
著
者
松
村
介
石
（
一
八
五
九
年
生
ま
れ
、
一
九
三
九
年
歿
）
は
キ
リ
ス
ト
教
傳
道
者
「
四
村
」

（
内
村
鑑
三
、
植
村
正
久
、
田
村
直
臣
と
共
に
）
の
一
人
な
る
も
、
明
石
藩
士
・
漢
學
者
の
家
に
育
ち
、
畑
の
違
ふ
本
書

を
著
せ
り
。

十
八
「
月
雪
花
」
芳
賀
矢
一
著

（
文
會
堂
書
店
、
大
正
三
年
増
補
七
版
、
定
價
金
八
拾
錢
、
二
四
三
頁
）

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
四
十
二
年
。
著
者
曰
く
、
「『
雪
月
花
時
最
憶
君
』
と
白
氏
の
句
に
あ
る
通
り
支

那
で
は
雪
月
花
と
い
ふ
が
我
國
で
は
月
雪
花
と
い
ふ
」
と
。
花
の
卷
に
は
以
下
の
記
述
あ
り
。
「
佐
久
間
象
山
の
櫻
賦
は

一

平
成
二
十
九
年
十
月
の
收
穫
（
坤
）

土

屋

博



石
に
刻
ま
れ
て
今
東
京
の
飛
鳥
山
に
立
つ
て
居
る
。
櫻
華
を
稱
へ
た
詩
歌
は
澤
山
あ
る
が
文
字
と
い
ひ
作
者
と
い
ひ
天

覽
に
入
つ
た
關
係
と
い
ひ
こ
れ
程
著
し
い
も
の
は
あ
る
ま
い
」
と
。
芳
賀
氏
の
學
識
溢
る
る
が
如
し
。

十
九
「
儀
式
書
翰
文
範
」
大
町
桂
月
著

（
文
會
堂
書
店
、
大
正
四
年
刊
、
定
價
金
壹
圓
五
拾
錢
、
八
八
〇
頁
）

古
書
價
格
千
五
百
圓
也
。
目
次
は
上
篇
儀
式
文
、
第
一
祝
賀
、
第
二
教
育
、
第
三
土
木
、
第
四
弔
祭
、
下
卷
書
翰
文
、

年
賀
・
祝
賀
・
招
待
・
見
舞
・
弔
慰
・
贈
遺
・
勧
誘
・
報
知
・
依
頼
・
注
文
・
催
促
・
問
合
・
紹
介
・
謝
禮
・
謝
絶
・

謝
罪
・
忠
告
・
雜
信
。
た
と
へ
ば
、
大
久
保
利
通
「
内
國
勧
業
博
覽
會
開
場
式
祝
辭
」
よ
り
、
「
臣
利
通
敬
白
、
陛
下
、

叡
聖
至
徳
の
治
、
深
く
民
産
の
興
隆
を
慮
り
、
こ
ゝ
に
内
國
勧
業
博
覽
會
を
開
く
。
維
時
明
治
十
年
八
月
二
十
一
日
、

會
場
の
建
築
成
る
を
告
げ
、
貨
物
の
陳
列
完
き
を
稟
し
、
鑾
樂
親
臨
、
開
場
の
盛
典
を
擧
ぐ
」
と
。
日
本
語
の
變
遷
を

ら
く

實
感
せ
り
。

廿
「
名
著
選
評

趣
味
の
泉
」
大
町
桂
月
閲
評
、
高
木
斐
川
編

（
帝
國
教
育
研
究
會
、
大
正
十
四
年
二
十
版
、
定
價
金
四
圓
五
拾
錢
、
一
五
一
八
頁
）

古
書
價
格
二
千
五
百
圓
也
。
函
入
。
初
版
は
大
正
九
年
。
三
大
軍
記
（
平
家
物
語
、
源
平
盛
衰
記
、
太
平
記
）
の
名

場
面
、
各
時
代
の
代
表
的
作
家
（
西
鶴
、
近
松
、
紅
葉
、
露
伴
、
樗
牛
、
蘆
花
等
）
よ
り
の
小
説
戲
曲
の
粋
を
收
め
、

大
町
桂
月
氏
の
閲
評
を
附
す
。
大
事
に
し
た
き
一
冊
。

廿
一
「
随
筆
頼
山
陽
」
市
島
春
城
著

（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
大
正
十
四
年
刊
三
版
、
正
價
金
貮
圓
八
拾
錢
、
六
三
八
頁
）

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
天
金
。
二
册
目
の
購
入
。
著
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
耶
馬
溪
は
、
山
勢
の
雄
偉
木
曾
の
諸
峰
に

及
ば
ず
、
溪
流
の
美
も
木
曾
川
、
保
津
川
、
阿
賀
野
川
に
及
ば
ず
、
と
の
由
。

廿
二
「
漢
和
標
準
字
典
」

（
中
文
館
、
昭
和
二
年
刊
、
定
價
金
貮
圓
貮
拾
錢
、
本
文
一
七
五
六
頁
、
索
引
八
八
頁
）

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
東
京
高
等
師
範
學
校
教
授
垣
内
松
三
・
後
藤
朝
太
郎
共
編
。

サ
イ
ズ
極
め
て
小
さ
く
、
内
容
・
使
ひ
勝
手
は
拔
群
と
覺
ゆ
。
試
み
に
矗
立
を
ひ
け
ば
、
「
チ
ク
リ
ツ
、
高
く
そ
び
え

立
つ
」
と
あ
り
。

廿
三
「
雄
辯
新
年
號
附
録

現
代
名
演
説
集
」

（
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、
昭
和
三
年
一
月
刊
、
四
四
八
頁
）

古
書
價
格
二
千
五
百
圓
也
。
函
入
。
永
井
柳
太
郎
（
ウ
イ
ル
ソ
ン
か
ら
ム
ツ
ソ
リ
ー
ニ
ま
で
）、
鶴
見
祐
輔
（
東
西
文

明
の
衝
突
と
民
衆
政
治
の
本
質
）、
三
宅
雪
嶺
（
敵
は
病
氣
と
暗
愚
と
罪
悪
）、
中
野
正
剛
（
挺
身
難
に
當
る
の
心
）
な

ど
、
綺
羅
星
の
如
き
雄
辯
家
の
演
説
、
收
録
せ
ら
る
。
荒
木
貞
雄
陸
軍
中
將
、
「
國
防
の
眞
髓
」
な
る
演
説
に
て
曰
く
、

「
抑
々
國
防
の
本
義
は
一
國
國
民
の
傳
統
的
精
神
と
其
の
文
化
と
を
永
遠
に
護
り
其
の
完
全
な
る
発
達
を
遂
げ
し
め
其
本

來
の
使
命
を
果
さ
し
む
る
に
あ
り
」
と
。

二



廿
四
「
藤
田
東
湖
全
集
第
三
卷

東
湖
詩
歌
集
」
高
須
芳
次
郎
編
著

（
章
華
社
、
昭
和
十
年
刊
、
定
價
一
圓
五
拾
錢
、
三
三
一
頁
）

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
「
文
天
祥
の
正
氣
歌
に
和
す
」
の
詳
し
き
解
説
（
約
五
十
頁
）
あ
る
は
貴
重
な
り
。
ま
た
「
日

本
詩
史
三
十
首
」
も
頼
山
陽
の
「
日
本
樂
府
」
と
並
び
稱
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
り
。

（
平
成
三
十
年
一
月
七
日
受
附
）
Ⅰ

「
第
五
十
八
回
神
田
古
本
ま
つ
り
」
よ
り

一
「
詩
人
西
行
」
中
龍
児
著

（
民
友
社
、
明
治
三
十
三
年
六
版
、
定
價
拾
参
錢
、
一
三
五
頁
）

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
目
次
は
、
西
行
前
記
佐
藤
義
清
、
西
行
後
記
圓
位
上
人
、
旅
行
家
西
行
天
然
と
人
、
西
行
の

性
格
其
の
生
涯
、
詩
人
西
行
、
西
行
の
理
想
、
西
行
と
武
士
道
、
晩
年
と
終
焉
。
冒
頭
の
書
き
出
し
は
左
の
如
く
流
麗

な
り
。
「
紅
花
緑
柳
の
洛
陽
に
、
決
然
袂
を
拂
つ
て
、
萬
丈
の
紅
塵
を
去
り
、
孤
影
飄
然
と
し
て
、
白
雲
流
水
に
伴
な
ひ
、

宇
宙
を
醒
覺
大
觀
し
て
、
一
世
に
超
脱
奔
逸
せ
る
、
絶
大
詩
人
の
生
涯
は
、
灑
々
慕
ふ
べ
き
も
の
あ
る
也
」
と
。

二
「
日
本
學
生
寶
鑑
」
井
上
哲
次
郎
著

（
大
倉
書
店
、
明
治
三
十
七
年
刊
、
定
價
金
八
拾
五
錢
、
本
文
六
九
三
頁
）

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
二
度
目
の
購
入
な
れ
ど
そ
の
價
値
有
り
。

著
者
は
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
六
年
生
れ
、
一
九
四
四
年
歿
）
な
り
。
井
上
は
、
筑
前
大
宰
府
の
出
身
に
て
、
菅
原

道
眞
の
再
來
と
謳
は
れ
た
る
秀
才
。
東
大
の
一
期
生
。
獨
逸
等
留
學
六
年
餘
り
を
經
て
歸
國
、
や
が
て
日
本
人
と
し
て

初
の
東
京
帝
大
哲
學
科
教
授
と
な
り
た
る
人
物
。
本
書
を
繙
く
に
冒
頭
は
教
育
敕
語
の
日
本
語
、
そ
の
漢
譯
及
び
英
訳

あ
り
、
次
い
で
五
箇
条
の
御
誓
文
、
軍
人
敕
諭
と
續
く
。
口
繪
と
し
て
菅
原
道
眞
、
孔
子
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
、
シ
ェ
ク
ス
ピ
ー
ヤ
、
カ
ン
ト
、
ゲ
ー
テ
、
ダ
ー
ウ
ヰ
ン
の
肖
像
畫
あ
り
。
本
書
を
執
筆
し
た
る
趣
旨
は
序
に

あ
る
通
り
、
「
青
年
の
志
を
立
て
之
れ
を
達
す
る
に
必
要
な
り
と
思
惟
す
る
古
賢
先
哲
の
智
識
を
蒐
集
し
、
又
之
れ
に
加

ふ
る
に
自
ら
見
る
所
を
以
て
し
、
尚
ほ
卷
末
に
青
年
の
志
氣
を
鼓
舞
し
併
せ
て
美
的
趣
味
を
養
成
す
る
に
資
す
べ
き
和

漢
古
今
の
詩
歌
等
を
編
入
し
輯
め
て
一
書
」
と
し
た
る
由
。
中
學
校
、
師
範
學
校
生
徒
の
座
右
の
伴
侶
た
る
こ
と
を
目

指
せ
り
。
本
書
の
構
成
は
、
第
一
篇
「
自
己
修
養
の
方
法
」、
第
二
篇
「
處
世
及
び
成
功
の
方
法
」、
第
三
篇
「
衞
生
上

の
注
意
」、
第
四
篇
「
書
齋
の
樂
み
及
び
讀
書
法
」、
第
五
篇
「
宗
教
に
対
す
る
注
意
」、
第
六
篇
「
美
的
趣
味
の
養
成
」、

第
七
篇
「
禮
法
」
ま
で
が
井
上
自
身
の
意
見
と
な
り
居
れ
り
。

特
に
興
味
深
き
は
第
四
篇
に
て
、
「
書
齋
は
頭
腦
の
反
射
」
に
て
、
「
書
齋
を
亂
雜
蕪
雜
な
ら
し
め
て
一
向
平
氣
で
居

る
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
な
ら
ば
、
矢
張
り
其
の
人
の
精
神
状
態
が
さ
う
云
ふ
有
樣
で
あ
る
」
と
の
く
だ
り
に
は
、
亂
雜

な
る
書
齋
の
運
營
管
理
者
と
し
て
の
小
生
、
内
心
忸
怩
た
る
も
の
あ
り
。

第
八
篇
は
「
自
警
及
び
座
右
銘
」
に
て
、
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
、
武
田
信
玄
の
家
訓
、
石
川
丈
山
の
壁
書
、
中

江
藤
樹
の
學
舎
座
右
戒
、
山
鹿
素
行
の
自
警
、
伊
藤
仁
齋
の
書
齋
私
祝
、
貝
原
益
軒
の
家
訓
、
徳
川
光
圀
の
壁
書
、
伊

藤
東
涯
の
自
警
、
松
平
樂
翁
の
樂
亭
壁
書
な
ど
蒐
集
せ
ら
る
。
た
と
へ
ば
、
室
鳩
巣
の
自
警
條
目
に
は
、
「
毎
朝
卯
前
後

可
起
、
毎
夜
子
前
後
可
臥
」
と
あ
り
、
生
活
振
り
の
指
針
を
示
す
。

第
九
篇
は
「
先
哲
遺
訓
」
に
て
、
「
聖
徳
太
子
曰
く
、
人
尤
惡
な
る
は
な
し
、
能
く
教
ふ
れ
ば
之
れ
に
從
ふ
」、

「
菅
公
曰
く
、
未
だ
會
て
邪
正
に
勝
た
ず
」、
「
貝
原
益
軒
曰
く
、
人
生
れ
て
學
ば
ざ
れ
ば
生
れ
ざ
る
と
同
じ
」、
「
伊
藤

仁
齋
曰
く
、
書
を
讀
む
は
當
に
沙
を
掬
し
て
金
を
拾
ふ
が
ご
と
く
す
べ
し
、
取
る
こ
と
は
其
の
廣
き
を
欲
し
、
撰
ぶ
こ

三



と
は
其
の
精
し
き
を
欲
す
」
等
の
滋
味
深
き
言
葉
の
數
々
竝
ぶ
。

第
十
篇
は
「
古
今
詩
選
」、
第
十
一
篇
は
「
和
歌
」、
第
十
二
篇
は
「
俳
句
」、
第
十
三
篇
は
「
西
洋
國
歌
」
な
り
。
附

録
と
し
て
、
井
上
自
作
の
「
孝
女
白
菊
詩
」
（
漢
文
）、
及
び
落
合
直
文
に
よ
る
新
體
詩
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
掲
載
せ
ら

る
。
當
時
一
世
を
風
靡
し
、
外
國
語
に
も
翻
譯
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。

か
く
な
る
書
籍
を
愛
讀
し
、
志
を
立
つ
る
若
者
、
當
時
數
多
居
り
た
る
に
相
違
無
し
。

三
「
現
代
名
文
集
」
甫
守
謹
吾
編

（
益
友
社
、
大
正
二
年
刊
、
定
價
金
貮
圓
七
拾
錢
、
一
〇
三
一
頁
）

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
た
と
へ
ば
、
芳
賀
矢
一
の
「
月
雪
花
」
よ
り
、
「
煌
々
た
る
活
動
の
日
の
光
西
に
沈
め
ば
玲
瓏

た
る
一
輪
の
月
休
息
の
夜
を
照
ら
す
。
月
の
光
は
温
和
で
日
光
の
や
う
に
峻
烈
で
は
な
い
。」
と
。
大
町
桂
月
の
「
百
花

譜
」
よ
り
、
「
郊
原
一
路
、
満
目
す
べ
て
薄
な
り
。
夕
陽
沈
ま
ん
と
し
て
雲
色
か
な
し
み
、
西
風
冷
か
に
し
て
、
酸
た
る

鳥
聲
、
秋
の
恨
を
語
る
。」
と
。

四
「
趣
味
修
養

國
民
掌
典
」
大
町
桂
月
閲
、
馬
場
峰
月
編
纂

（
帝
國
實
業
學
會
、
大
正
四
年
四
版
、
正
價
金
貮
圓
五
拾
錢
、
一
五
〇
二
頁
）

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
本
書
を
購
入
す
る
は
二
度
目
な
り
。
新
渡
戸
稲
造
、
序
に
曰
く
、
「
英
吉
利
の
諺
に
『
何
か
の

事
は
何
で
も
知
り
、
何
の
事
で
も
何
か
を
知
る
』
と
云
ふ
事
が
あ
る
。
一
は
専
門
の
智
識
の
深
き
を
貴
び
一
は
普
通
學

の
廣
き
を
重
ず
る
の
意
で
あ
る
。・
・
・
如
何
せ
ん
我
國
今
日
の
普
通
教
育
は
未
だ
科
學
的
範
圍
に
及
ん
で
居
ら
ぬ

五
「
日
本
及
日
本
人

大
正
六
年
一
月
號
」

（
政
教
社
、
大
正
六
年
一
月
刊
、
定
價
金
八
拾
錢
、
七
三
〇
頁
）

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
特
集
は
「
學
界
の
代
表
的
研
究
」
（
七
十
餘
博
士
）。
三
宅
雪
嶺
主
筆
は
「
人
類
の
勝
利
」
を

執
筆
。
曰
く
、
「
人
類
の
勝
利
と
は
言
ひ
換
ふ
れ
ば
自
然
界
の
征
服
に
し
て
人
類
の
自
然
界
に
對
す
る
勝
利
を
指
す
」
と
。

志
賀
潔
醫
學
博
士
「
結
核
病
の
撲
滅
を
期
す
」
よ
り
、
「
或
は
吾
人
數
代
の
後
始
め
て
此
目
的
に
到
達
し
得
べ
き
も
の
な

る
や
も
知
る
べ
か
ら
ず
と
存
じ
候
へ
ど
も
、
人
生
の
最
大
勁
敵
た
る
、
結
核
を
撲
滅
せ
ず
ん
ば
止
ま
ざ
る
の
覺
悟
に
御

座
候
。」
と
。

六
「
邦
文
日
本
外
史
」
頼
山
陽
著
、
池
邊
義
象
譯
述

（
教
文
社
、
大
正
十
年
初
版
、
定
價
金
四
圓
五
拾
錢
、
一
五
七
二
頁
）

古
書
價
格
千
圓
也
。
函
入
。
本
書
の
購
入
は
數
冊
目
な
る
も
、
今
囘
の
状
態
頗
る
よ
し
。

七
「
縮
刷
合
本

即
興
詩
人
」
森
林
太
郎
譯

（
春
陽
堂
、
大
正
十
五
年
二
十
版
、
定
價
金
貮
圓
六
拾
錢
、
本
文
五
六
四
頁
）

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
縮
字
印
刷
の
初
版
は
大
正
三
年
。
此
の
震
災
後
校
訂
縮
刷
版
に
は
ル
ビ
有
り
、
極
め
て
貴
重
。

原
本
及
び
校
訂
前
縮
刷
版
に
は
ル
ビ
無
し
。
ち
な
み
に
春
陽
堂
原
本
は
明
治
三
十
五
年
刊
。
な
ほ
、
原
本
の
復
刻
版
は
、

昭
和
五
十
九
年
に
ほ
る
ぷ
出
版
よ
り
刊
行
せ
ら
る
。

四



八
「
日
本
文
法
講
義
」
山
田
孝
雄
著

（
東
京
寶
文
館
、
大
正
十
五
年
訂
正
四
版
、
定
價
金
四
圓
五
拾
錢
、
本
文
五
一
四
頁
）

古
書
價
格
二
百
五
拾
圓
な
り
。
本
の
状
態
は
惡
し
。
日
本
大
學
高
等
師
範
部
の
爲
の
講
義
草
稿
な
り
。

九
「
大
日
本
文
庫
儒
教
篇

先
哲
叢
談
」

（
春
陽
堂
、
昭
和
十
一
年
刊
、
非
賣
品
、
五
六
一
頁
）

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
至
誠
堂
學
生
文
庫
（
大
町
桂
月
譯
）
に
は
な
き
先
哲
叢
談
後
篇
（
山
鹿
素
行
を
含
む
。）
を
も

收
録
す
。

十
「
中
國
詩
選
」
鹽
谷
温
選

（
弘
道
館
、
昭
和
廿
八
年
第
三
版
、
定
價
三
八
〇
圓
、
本
文
六
一
五
頁
）

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
昭
和
九
年
。
鹽
谷
温
は
一
八
七
八
生
れ
、
一
九
六
二
年
歿
、
東
京
帝
國
大
學
教
授
。

漢
學
者
鹽
谷
青
山
の
子
息
、
大
伯
父
は
鹽
谷
宕
陰
。

十
一
「
荷
風
全
集
第
二
十
五
卷
」

（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
年
刊
、
定
價
六
百
圓
、
五
三
一
頁
）

古
書
價
格
百
圓
也
。
斷
腸
亭
尺
牘
、
書
簡
集
、
補
遺
を
收
録
す
。
明
治
三
十
三
年
よ
り
昭
和
三
十
四
年
ま
で
の
書
簡

な
り
。

十
二
「
江
戸
詩
人
選
集
第
八
卷

頼
山
陽

梁
川
星
巖
」
入
谷
仙
介
注

（
岩
波
書
店
、
平
成
二
年
刊
、
定
價
三
千
三
百
圓
、
三
五
九
頁
）

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
頼
山
陽
の
詩
、
此
処
に
て
は
、
青
春
の
彷
徨
、
鎭
西
の
旅
、
生
活
の
詩
人
、
母
・
永
遠
の
戀

人
の
四
分
野
に
絞
り
取
り
上
ぐ
。

十
三
「
和
歌
に
見
る
日
本
の
心
」
小
堀
桂
一
郎
著

（
明
成
社
、
平
成
十
五
年
刊
、
定
價
三
千
五
百
圓
、
五
七
一
頁
）

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
平
成
一
四
年
に
刊
行
せ
ら
れ
し
「
平
成
新
選
百
人
一
首
」
の
姉
妹
篇
乃
至
は
補
遺
篇
の
性
格

を
有
す
る
書
な
り
。
小
生
の
蔵
書
、
川
田
順
「
幕
末
愛
國
歌
」
に
つ
き
て
稀
覯
本
の
最
た
る
も
の
と
の
記
述
あ
る
は
我

が
意
を
得
た
り
。

（
平
成
三
十
年
一
月
七
日
受
附
）五


